
 

遺伝子組換え作物・食品に関するリスクコミュニケーション 

 開催要領 
 

１ 目  的 

  北海道では、北海道食の安全・安心条例及び北海道遺伝子組換え作物の栽培等に

よる交雑等の防止に関する条例（以下「ＧＭ条例」という。）により、遺伝子組換

え作物と一般作物との交雑や混入を防止している。 

本年度、ＧＭ条例の施行状況等の点検・検証を行うにあたり、遺伝子組換え作物

・食品の現状や制度などについて道民に理解を深めていただくとともに、今後の施

策の参考とするため、消費者、生産者、関係機関・団体などと意見交換等を行うリ

スクコミュニケーションを開催する。 

 

２ 主  催 北海道農政部（食の安全・みどりの農業推進局食品政策課） 

 

３ 日  時 令和６年（2024 年）10 月 24 日（木）13:30～16:30  

 

４ 場  所 第２水産ビル３Ｇ会議室（札幌市中央区北３条西７丁目１） 

 

５ 開催方法 ハイブリット開催（対面・ウェブ（Zoom）併用） 

 

６ 内  容 

（１）情報提供 

  ア 遺伝子組換え作物等をめぐる情勢について（北海道農政部） 

  イ 遺伝子組換え作物・食品に係る安全性評価・管理について 

 （内閣府食品安全委員会、消費者庁、農林水産省） 

（２）意見交換 

 

７ 意見交換の参集範囲 

  試験研究機関、バイオ産業関係団体、農業団体、経済団体、消費者団体 

 

８ そ の 他 

 ・別途、傍聴者を募集する。 

・意見交換にて出された意見について概要を公表する。（発言者の氏名等は非公表） 

 

 

 

 

 

 

 

 


